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(a)~ 、ずれの硬度を有するシリコンゴムでも、その厚さが 1 mm未満と 3 mm以上の場合にはム f が変動したため、測
定可能な深さは 1 -3 mmの間で、ある。
(b)プロープとシリコンゴムの接触角度をみると、直角から 150C以内の傾きでは、測定値は一定していたが、それ
以上傾くと ~f が減少した。
(c)プロープの荷重量の検討で、荷重が 2 g 未満ではムf が小さく、 2 g 以上で測定値が一定したことから、プロー
プを 2 g 以上の力で押しあてる必要がある。

















基礎的検討では超音波触覚センサの測定可能な深さは 1 -3 mmの間で・あり、プロープとシリコンゴムの接触角度を
みると、直角から 150C以内の傾きでは、測定値は一定していたが、それ以上傾くとムf が減少した。プロープの荷重
量の検討で、荷重が 2 g 未満では ~f が小さく、 2 g 以上で測定値が一定したことから、プロープを 2 g 以上の力で
押しあてる必要がある o
臨床的検討では、胃癌の平均ムf 値は、胃潰蕩、正常組織に比し有意に低値を示し、胃痛が胃潰蕩や正常組織にく
らべ、明らかに硬いことを数値として示すことができた。しかし、胃癌の組織型別、病巣内の潰蕩性病変の有無別、
深達度別での検討では、いずれの場合も有意差は認められなかった。新たに開発した超音波触党センサにより、内視
鏡下に組織の硬さを客観的に測定することが初めて可能となった。本センサを用いて内視鏡的に胃癌が正常粘膜、胃
潰蕩よりも硬いことを明らかにした。本センサにより胃癌と胃潰虜との鑑別が可能となり、また胃癌の浸潤範囲を明
らかにする可能性も示した。この結果は本法が将来胃痛診断法のひとつになり得る可能性を示唆している o 以上より、
本研究は学位の授与に値するものと考えられる。
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